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次号予告
編集後記

秋山正子さんは、本誌 2011年 8
月号の連載（第23回）のなかで

「暮らしの保健室」の立ち上げの模様
を紹介し、「看護職がボランティアで
地域サロンを開くブームがおこるとい
いかなあと、思います」と書かれてい
ました。それから約 6年、看護職が
関わる「保健室」の有用性は認知さ
れ、全国的に取り組みが広がってき
ています。今後の成熟のなかで、ど
のような展開がみられるのか楽しみ
です。行政含め地域との連携や協働
が発展の鍵と思われますが、教員と
看護職との協働により少子化で空い
た教室を利用して小中学校のなかに
地域に開かれた「保健室」ができたら
おもしろいと妄想が広がりました。 
…小林

突然現れた人のあいまいさを伴っ
た相談に応える。一見できそう

で、すごく難しい営為ではないでしょ
うか。そんななかで伺った秋山さん
の相談支援のあり様は、「来訪者の
問題」に関わるのではなく、「問題の
解決に向かおうとしているその人」に
関わるというスタンスがキモなのだと
感じました。根が問題解決思考にで
きている私としては、この基本的なも
のに最大の学びがありました。●保
健室は、制度の枠にとらわれず、「地
域に必要だ」という思いのもと取り組
んでいるものです。こうしたものが各
地で散発的に行なわれる事実に、地
域で行なうケアの外殻を押し広げん
とする実践者の志が垣間見え、なぜ
だか「私もがんばらねば」と力をいた
だきます。…小池

特集
息苦しい療養者のQOLを高める
包括的呼吸リハビリテーション
　推定530万人ともいわれ今後の増加が懸念されるCOPD患者をは
じめ、息苦しさを抱えながら生活する慢性呼吸器疾患の療養者。その
QOLを長期にわたり維持・向上するためには、包括的呼吸リハビリテー
ションが重要です。本特集では、そのポイントや実践報告を紹介し、包
括的呼吸リハビリテーションによる支援と取り組みを見つめ直します。
2016年に保険診療が認められたハイフローセラピーについても、在宅
療養導入の実践報告を通じて、今後の展開を探ります。

長期に生活を支えるうえで必要な、
包括的呼吸リハビリテーション◉竹川幸恵

息苦しい療養者の長期支援に必要な地域連携とは
◉杉内陽子

アクションプランと自己効力感を高める
関わりによるセルフケアの充実◉鬼塚真紀子

QOLを高める呼吸リハビリテーションのポイント
◉佐野裕子

見逃さない！　慢性呼吸不全の急性増悪と合併症
◉河内文雄

【実践報告】
慢性呼吸器疾患看護認定看護師による 
在宅呼吸ケア◉安藤正子

在宅におけるハイフローセラピー導入
◉新謙一・新智美

年 月号

※一部変更となることがあります。
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